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六ツ美中部小学校 感謝する会  

今年も本当に多くの方に六ツ美中部小学校がお世話になりました。ここに紹介

したＡ君以外にも「ボランティア活動をして、

世界で苦しむ人々を笑顔にしたい」と書いた

子がいました。お世話になった方々の後姿や

行いが、子供たちの心の畑を耕し、種となり、

水となり、太陽の光となっていたのでした。

菜の花は、毎年土に種を落とし、花を咲かせ

続けます。その菜の花のようです。子供の心

が育ったのは、ボランティアの方々のおかげ

です。ありがとうございました。 
【２月 21日（水）感謝する会】 

【感謝する会 校長の話】 
 

先日、わたしは、6年生の子が習字の時間に書いた将来の夢を見ていまし

た。そのなかに「ぼくの夢は、おじいちゃんのようになることです」と書い

ていた子がいたのを見つけました。もう一つ違うものにも、6年生は将来の

夢を書くものがありました。そのＡ君は同じように書いているのかなと見る

と、「六ツ美でボランティアをして、多くの人に六ツ美のよさを伝えたい」と

書いていました。 

Ａ君のおじいさんは、毎日横断歩道に立ってみんなの登下校を助けてくれ

ている方です。また、かつては総代の仕事をして町のために働いたり、六ツ

美地区で行事があるとお手伝いをしたり、地域の歴史をまとめて記録作りも

された人です。人のために働くおじいさんのがんばりを見て、Ａ君は「おじ

いさんみたいになりたい」と尊敬したのだと思いました。校長先生は、これ

を見てとてもうれしくなりました。ここにいるみなさんは、Ａ君ののおじい

さんのように、人のために働く立派な方々です。 

今日は、六ツ美中部小学校の児童のみんなのために、寒いなか時間をさい

て来てくださいました。感謝の気持ちをきちんと伝えたいと思います。残念

ながら今日来られなかった方々には、お会いしたときに「ありがとうござい

ます」と言いましょう。 

本日お越しのみなさん、1年間六ツ美中部小学校が大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。 



 

まだまだ読書環境作りをしています 

－図書委員会 「うめ読書週間」の取り組み－ 

 

 学校診断アンケートで、いつも課題となる子供の読書習慣。本年度は、秋に

「よむちょ」（家庭読書時間調査）を実施したところ、ゆったりと読書を楽しん

だ子たちが増えました。学校診断アンケートの結果も少し向上しています。「本

が好き」と思う子供が増えてほしいです。今月も、図書委員会が工夫を凝らした

取り組みをしてくれています。下は、図書委員会担当の近藤佳奈先生のメモです。 

左が、図書委員会の子供たちが

考えたビンゴカードです。好きな

種類の本だけでなく、様々なジャ

ンルを読んでもらおうと、９つの

枠が用意してありました。ナイス

アイデアだと思いました。佳奈

先生もメモに書いているように、

右下の中央「犬が出てくる本」と

いうジャンルを作る発想が、子供

らしくて面白かったです。中央を

「お気に入りの本」とするところ

にも思いやりを感じます。 

読書郵便は、お勧めの本を異学

年の子に紹介する活動だそうで

す。６年生のペアの子に紹介する

１年生の子のカードを見ました。

真剣です。かわいらしかった。 

                     

今週から、「うめ読書週間」が始まりました。図書委員会の子供たちに「読書週間だ

けではなく、その後も楽しめるような企画を考えてみよう。」と伝え、今回の読書郵便

とビンゴカードになりました。特に、ビンゴカードは子供たちのいろんな本を読んで

ほしいという願いから、「犬が出てくる本」「好きな作者の本」「ずかんの本」など様々

な分類の本が選ばれていて、自分も面白いなと感じました。本学級の子供たちも今日

みんなで図書室へ行き、本を借りました。私は、子供の本の背表紙を指でおいながら

本を探す姿が、愛らしくて好きです。本を好きになる心を育むのは、簡単ではありま

せんが、気がつくと本がすぐそばにあるような環境作りはしていきたいなと思いまし

た。             【図書委員会担当 近藤佳奈先生の教師メモより】 

【ビンゴカード】 


